
領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 評価規準

4年間を通してほぼ１０割、指導のねらい等を明記した。
3年間の９割以上、指導のねらい等を明記した。
2年間の７～９割程度、指導のねらい等を明記した。
1指導のねらい等を明記したのは、年間の７割未満である。
4年間を通して９割以上、めあてを示し、振り返りを行った。
3年間の８割以上、めあてを明記し、振り返りを行った。
2年間の６～７割程度、指導のねらい等を明記し、振り返りを行った。
1指導のねらい等を明記し、振り返りを行ったのは年間の６割未満である。
4進んで元気よく進んで音読ができる児童は９割以上である。
3進んで元気よく進んで音読ができる児童は児童は７～８割程度である。
2進んで元気よく進んで音読ができる児童は５～７割程度である。
1進んで元気よく進んで音読ができる児童は５割未満である。
4授業公開を年４回以上行った。
3校内研究関連授業を含め、年３回の授業公開を行った。
2年３回の授業公開を行ったが、校内研究に関連しなかった。
1授業公開を行ったのは、年２回以下である。
4進んで挨拶や返事ができる児童は９割以上である。
3進んで挨拶や返事ができる児童は７～８割程度である。
2進んで挨拶や返事ができる児童は５～７割程度である。
1進んで挨拶や返事ができる児童は５割未満である。
4児童の９割以上が年間合計で３０冊以上読破した。
3年間３０冊以上読破した児童の割合は、７～８割程度である。
2年間３０冊以上読破した児童の割合は、５～７割程度である。
1年間３０冊以上読破した児童の割合は、５割未満である。
4いじめ防止に向けて常に児童の人間関係を把握し適切な指導をしている。（いじめ認知事例０件）
3いじめ防止に向けて児童の人間関係を把握し指導をしている。（いじめの疑い１件）
2いじめ防止に向けて児童の人間関係を把握し指導をしている。（いじめの疑い２～3件）
1学級内の集団づくりや人間関係の構築に課題が多い。
4学級だよりを、平均して月２回以上発行した。
3学級だよりを、平均して月１回程度発行した。
2学級だよりを発行したが、平均して月１回以下である。
1学級だよりを１回も発行していない。
4学級または学年で地域の方をゲストティーチャーとして招いて授業をした。
3学級または学年で授業ボランティアとして保護者の協力を依頼した。
2学校行事や特別活動で保護者の協力を依頼した。
1保護者や地域の方に一度も協力を依頼したことはない。
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基礎・基本となる
学力の向上を図
る。

児童が互いに交流
する活動を通し
て、思考力、判断
力、表現力を育成
する。

平成２５年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　学校経営計画

音読を通じて、児童の学ぶ意
欲を喚起する。

年間を通じて、全校児童が音読
に取り組み、読み取る力を育て
ると共に、表現力を向上させ
る。

練馬区立立野小学校長　　　岡　本　　昌　子

学校教育目標　　　　・あたたかい心をもつ　　・すすんで学ぶ　　・つよい体をつくる

目指す学校像    ○　認められ・鍛えられ・活かされる子供
          　　　○　学び合い・高め合い、授業で勝負する教師
          　　　○　保護者・地域に開く学校

日常的な学習指導の計画的な
実施と充実を図る。

「週ごとの指導計画」に単元
名、本時の目標、指導時数を明
記し、計画的に指導を行う。

新学習指導要領の趣旨を踏ま
え、一単位時間ごとのねらい
に即した授業展開を実践す
る。

授業の始めにめあてを示し、終
わりに振り返りを行い次時の授
業に生かす。

学校だより、学年・学級だよ
りの他、ホームページを通し
て学校の教育活動を広く公開
する。

学校・学年だよりは毎月発行
し、学級だよりも毎月１回以上
発行する。

授業力向上のため、また、校
内研究の成果を共有化するた
め、授業公開を行う。

年間３回以上の授業公開を行
い、そのうちの１回は、校内研
究の提案授業、もしくは、検証
授業とする。

学校図書館を計画的に活用し
読書活動を充実させる。

読書旬間だけでなく、年間を通
じて読書活動を継続し、全校児
童が「読書の記録」をつける。
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年間を通して、教職員・児童
による挨拶運動を広めてい
く。

挨拶と返事をする習慣を身に付
けさせる。

元気な挨拶や返事
で心を通い合わせ
たり読書活動に親
しませたりするこ
とによって、豊か
な心の育成すると
ともに、学校全体
で人権教育を推進
する。

学校の教育活動を
積極的に公開し、
保護者・地域の方
の協力を得ながら
連携を深める。

保護者・地域と連携した教育
活動を取り入れていく。

地域の方をゲストティーチャー
として招いた授業をしたり、保
護者ボランティアとして授業に
協力を依頼したりする。

人権教育を推進し、社会生活
の基本的なきまりや規範意識
を身に付けさせるとともに、
思いやりの心を育成する。

いじめの早期発見に向け、年３
回の「学校生活アンケート」を
実施し情報を学校全体で共有す
るとともに、組織的にその解決


